
　1975年（昭和50年）設立の有限会社山口燃料(代表取締役会長：山口 淳洋氏)は、
浜名湖の西岸に位置する湖西市新居町を中心に東は浜松市、西を愛知県豊橋市ま
でを供給エリアとしてLPガス事業を展開し、住宅設備販売・工事、上下水道工事・
リフォーム工事まで手掛けている。従業員が液化石油ガス設備士をはじめとして
電気工事士等の複数の資格を有し、自社で大部分の工事・保守を行っている。長年
にわたり地域の人々の暮らしに貢献し続けてきた企業である。

有限会社山口燃料

　検針業務が、近年の猛暑や検針員の高齢化により次第に支障が生じる問題に直
面。山口氏も自ら検針を行っており、社内で今後の検針業務効率化や検針員の業務
負担軽減を検討した上でLPWA導入を決定。設置工事はすべて自社で対応した。湖
西市内の山間部や高圧線付近など電波環境の悪い箇所への設置やホームセキュリ
ティ機器の通信回線占有で設置自体困難な箇所があ
る中、メーカーのサポートや熟練した工事技術を持
つ従業員たちの尽力により取り付けは順調に完了。
「遠隔での開閉栓作業は行いません。必ず人を派遣す
るようにしています」と話す山口氏。機器設置後、通
常の検針業務は通信で行うようになったが、保安の
ためには必ず人の目で確認することが以前から変わ
らないポリシーだと語る。

検針業務の問題対策としてLPWAを導入
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取材に応じてくださった
山口氏（代表取締役会長）



　LPWA導入後、検針業務の効率化や猛暑対策は進んだ一方、請求が郵送へ切り替
わったことにより事務コストが増加。また、検針員の訪問減少によりチラシやお歳
暮(粗品)を別途配布するために顧客回りを実施せざるを得なくなってしまった。配
布をすべて郵送対応することを検討するもコスト面からまだまだ実現は厳しいと
いう。今後、LPWA設置数の増加に伴い、基本料金の値上げも念頭に置いている。
　顧客との対面機会減少の影響は、少なからず増えてきている。対策としては展示
会でのコミュニケーション機会の確保、機器販売チラシの発行を秋の年1回から春
先にも発行し年2回に増やして店舗への来訪を促す予定だ。同社の従業員のみなら
ず、LPガス配送業務を行っている配送員も同社の看板を背負い、定期的な顧客との
面会によって繋がりを保ってくれている。

導入後の課題と顧客への対応

　「設置率100％を目指して今後もLPWAの導入を行っていく予定ですが、お客さ
まへお知らせはしたものの設置できていないところもあります。未設置箇所には
電波環境の悪いエリアも多く残っており、電波不良への対策もまだまだ必要」と山
口氏は語る。メーカーとも協力し、対策案を練っていく方針だ。2024年12月時点で
は機器の設置完了は全顧客の49％と半分まで到達するも、未導入の箇所について
は大部分の顧客への周知まで進めていないことが現状だ。
　地域住民も年々高齢化が進んでおり、より保安の強化、検針業務の効率化の必要
性を感じつつも、コスト削減や顧客とのコミュニケーション機会の確保と課題は
多く残されている。それでもなお同社は機器設置を拡大させ、顧客が安心して使用
できるサービスの提供を続けていく。

地域への貢献を続けていくために

営業所の様子



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


